
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
０
８
１
５
０
８

８
面

尚

井

奥

井

井

●
交
通
科
学
博
物
館

噴ふ
ん

水す
い

小
僧

大
阪
駅
で
待
ち
合
わ
せ

の
目
印
な
ど
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た

噴
水
小
僧

を
八
月

三
十
一
日
ま
で
展
示

の
り
も

の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル

江
戸

平
成
の
各
時
代
に
誕
生
・
活
躍

し
た
交
通
手
段
を
タ
イ
ム
ト
ン

ネ
ル
形
式
で
。江
戸
時
代
の
か

ご

試
乗

写
真

や
旅
の
衣

装
試
着
、

へ
の
投
炭
体
験

も
。
八
月
三
十
一
日
ま
で

十

十
七
時
入
館
、月
曜
休
館（
祝

日
な
ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、
火

曜
も
祝
日
な
ら
振
替
休
な
し
、

春
夏
休
み
開
館
）
。
高
校
生
以

上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生
百

円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
・
い
ず
み
ホ
ー
ル
シ
リ

ー
ズ

現
代
屈
指
の
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
演
奏
家
で
あ
る
オ
ー
ギ

ュ
ス
タ
ン
・
デ
ュ
メ
イ
（
指
揮

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
）

写

真
右

の
音
楽
監
督
就
任
を
記

念
し
、
珠
玉
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

作
品
を
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
初

回
。

全
て
の
音
に
パ
ッ
シ
ョ

ン
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か

も
繊
細

と
評
さ
れ
る
愛
弟
子

ラ
チ
ャ
・
ア
ヴ
ァ
ネ
シ
ヤ
ン

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

写
真
左

と
の
待
望
の
師
弟
共
演
。
演

奏
曲
目
は

２
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
た
め
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

ー
ネ
ハ
長
調

１
９
０

ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
５
番
イ
長

調

２
１
９

ト
ル
コ
風

交
響
曲
第

番
ハ
長
調

５
５

１

ジ
ュ
ピ
タ
ー

。
九
月
十

日
（
土
）
十
五
時
い
ず
み
ホ
ー

ル
（

大
阪
城
公
園
、

京
橋
南
口
、
地
下
鉄

）
。

五
千
円
、

三
千
五
百
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

八
月
は
月
曜

日
も
十

十
七
時
開
館

休
館

日
は
十
八
日
（
木
）
の
み

高

齢
者
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

区
内
の
高
齢
者
施
設
等

で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
、
本
の
読
み
合
い
等
を
通
じ

高
齢
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
。九
月
七
日
、十
月
四
、十
二
、

十
九
、
二
十
五
日
の
全
五
回
講

座
を
受
講
で
き
る
人
。
受
講
費

無
料
。
会
場
は
市
立
中
央
図
書

館
他
。
定
員
約
五
名
。
申
込
は

八
月
三
十
一
日
ま
で
に
電
話
か

来
館
で

ワ

ン

ブ
ッ

ク

ワ

ン

オ

オ

サ

カ

え
ほ
ん
展

昨
年
の
お
気
に
入
り
絵
本
投
票

で
上
位
ラ
ン
ク
の
絵
本
な
ど
を

展
示
。
九
月
二
十
五
日
ま
で

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席
・
納
涼
ス

ペ
シ
ャ
ル
阿
波
踊
り

八
月

二
十
一
日
（
日
）
十
三

十
五

時
、
オ
ー
ク
広
場
で
。
参
加
無

料
。
申
込
不
要
。
お
馴な

染じ

み

オ

ー
ク
弁
天
寄
席

の
真
夏
の
特

別
イ
ベ
ン
ト
。
笑
福
亭
学が

っ

光こ
う

率

い
る

は
な
し
か
連れ
ん

な
ど
総

勢
二
百
人
が
元
気
一
杯
に
踊

る
。
体
験
教
室
（
同
日
十
時

十
一
時
半
、
同
セ
ン
タ
ー
で
。

無
料
。
先
着
八
十
人
）
あ
り
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽

喫
茶
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

毎
月
第
一
金
曜
十
九
時
か
ら

様
々
な
楽
器
や
歌
の
組
み
合
わ

せ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
。
九
月
二

日
は
宮
崎
剛
（
ピ
ア
ノ
）
が
バ

ッ
ハ
を
。
要
予
約

は
な
ま
る

カ
フ
ェ

毎
月
最
終
金
曜
十
九

時
か
ら
様
々
な
楽
器
や
歌
の
組

み
合
わ
せ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中

心
に

は

も

り

べ

の
う
た
★
カ
フ
ェ

若
手
テ
ノ

ー
ル
デ
ュ
オ
が
日
本
の
懐
か
し

い
歌
を
。
九
月
十
六
日
（
金
）

十
五
時
、十
九
時
、十
七
日（
土
）

十
五
時
。
要
予
約

天
王
寺
区

上
本
町
六

二

三
七
、
地
下

鉄
谷
町
九
丁
目

出
口
、

六

七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

浪
花
の

映
画
大
特
集

映
画
の
発
祥

地
で
あ
り
、
舞
台
と
し
て
も
愛

さ
れ
続
け
て
き
た
浪な

花に
わ

の
町
に

生
き
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

人
々
の
姿
や
男
女
の
粋い

き

な
世
界

を
描
く
五
十
作
品
。
八
月
十
六

日
以
降
の
上
映
は
大
阪
の
宿

近
松
物
語

夫
婦
善
哉

忘
れ
じ
の
人

わ
が
町

大
阪
物
語

（
吉
村
版
）

浪

花
の
恋
の
物
語

が
め
つ
い

奴

悪あ
く

名み
ょ
う

エ
ロ
事ご

と

師し

た
ち

よ
り
人
類
学
入
門

ス

チ
ャ
ラ
カ
社
員

横
堀
川

河

内
カ
ル
メ
ン

心
中
天て

ん

網の
あ

島み
じ
ま

家
族

一
条
さ
ゆ
り
濡
れ
た

欲
情

ど
て
ら
い
男や

つ

曽
根
崎

心
中

泥
の
河

道
頓
堀
川

写
真

細さ
さ

雪め
ゆ
き

大
阪
物
語

（
市
川
版
）
潤ユ

ン

の
町

鬼
火

利
休
。九
月
二
日
ま
で
。当
日

一
般
千
四
百
円
。詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
懐
か
し
の

名
画
大
会

恐
怖
の
報
酬

・
ク
ル
ー
ゾ
ー
監
督
。

イ
ヴ
モ
ン
タ
ン
主
演
。五
二
年

作
品
。
九
月
九
日（
金
）十
四
時

。
協
力
金
百
円

同
セ
ン
タ

ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
。

問
合
せ
は

六
五
七
二

〇
〇

二
〇

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
市
岡
＠あ

っ

ほと

ー
む
寄
席

地
元

運
営
の
地
域
寄
席
。
吉
本
興
行

の
地
域
活
性
化
活
動
の
一
環
。

無
料
。
第
七
回
は
八
月
十
八
日

（
木
）
十
八
時

田
中
機
械
ホ

ー
ル（
南
市
岡
三

六

二
六
）

で
。
出
演
は
笑
福
亭
鶴か

く

笑し
ょ

、う

桂

三
ノ
助
、
桂
ま
め
だ
、
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
。

六
五
八
三

〇
三

二
六
近
藤
（
ひ
ら
の
や
）
。

●
僕
と
私
を
可
愛
が
っ
て

生

後
二
カ
月
半
オ
ス
メ
ス
。
健
康

で
元
気
で
す
。
ト
イ
レ
し
つ
け

済
み
。

０

９
０
・
３
８

４
３
・
０
２

２
９
吉
田
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

●
放
課
後
・
夏
冬
春
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。家
族
的
雰

囲
気
。区
内
に
三
カ
所
。
６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

い
ず
み
ホ
ー

ル
シ
リ
ー
ズ

（
上
段
に
案

内
）
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

浪
花
の

映
画
大
特
集

（
上
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
藤
か
ほ
り
盲
導
犬
チ
ャ
リ
テ

ィ
シ
ョ
ー
（
６
面
に
案
内
と
広

告
）
招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
青
木
美
香
子

ス
ロ
ー

ダ
ン
ス

（
６
面
に
記
事
）
を

５
名
様
に
。

●
桂
あ
さ
吉

は
じ
め
て
の
英

語
落
語
（
７
面
に
案
内
、
直
筆

サ
イ
ン
付
き
）
を
２
名
様
に
。

今
月
は
、
妻
子
を
残
し
て
戦

地
へ
派
遣
さ
れ
、
満
州
北
端
で

の
国
境
警
備
や
伊
豆
諸
島
で
の

本
土
警
備
に
就つ

き
、
戦
後
は
建

設
関
係
の
仕
事
で
国
土
復
興
に

尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
西
山
政
利

さ
ん（
南
市
岡
）に
、
そ
の
戦
争

体
験
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
大
正
十
一（
一
九
二
二
）

年
八
月
、
愛
媛
県
大お

お

洲ず

町
（
現

大
洲
市
）
の
農
家
に
二
人
兄
弟

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
て

神
戸
に
出
、
料
理
屋
の
板い

た

場ば

で

七

八
年
修
業
し
ま
し
た
。

◆
生
き
て
帰
れ
ん
か
も

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
、

二
十
歳
で
兵
隊
検
査
を
受
け
ま

し
た
。
足
腰
が
強
か
っ
た
私
は

三
十

ほ
ど
も
あ
る
米
俵
を
十

数
回
も
上
げ
下
げ
し
て

甲
種

合
格

と
な
り
ま
し
た
。

陸
軍
に
入
隊
し
、
香
川
県
丸ま

る

亀が
め

城
そ
ば
の
練
兵
場
で
三
カ
月

の
初
年
兵
教
育
を
受
け
、
翌
年

春
に
は
満
州
（
中
国
東
北
部
）

へ
の
派
遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。

既
に
結
婚
し
、
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
男
の
子
も
い
た
私
は
と

て
も
辛つ

ら

く
、
出
発
前
に

生
き

て
帰
れ
ん
か
も
し
れ
ん
ぞ

と

告
げ
る
と
、
妻
は

私
た
ち
の

こ
と
は
心
配
し
な
い
で
、
お
国

の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
て
下
さ

い

と
だ
け
言
い
ま
し
た
。

◆
古
参
兵
助
け
初
年
兵
庇
う

釜フ

山サ
ン

か
ら
牡ボ

丹タ
ン

江コ
ウ

を
経
て
列

車
で
北
へ
北
へ
と
進
み
、
着
い

た
の
は
満
州
で
も
最
北
の
地
、

興コ
ウ

安ア
ン

省
ホ
ー
ト
ー
で
し
た
。
川

の
向
こ
う
に
は
ソ
連
の
車
が
走

っ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
演
習
、
演
習
の
毎

日
で
し
た
。
砲
兵
の
私
は
速
射

砲
で
戦
車
を
狙
い
撃
つ
練
習
な

ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

春
と
は
い
え
、
ま
だ
深
い
雪

の
中
を
、
脛す

ね

ま
で
雪
に
浸つ

か
り

な
が
ら
砲
を
動
か
し
ま
し
た
。

車
両
、
砲
身
、
台
座
と
バ
ラ
バ

ラ
に
し
て
運
ぶ
の
で
す
が
、
古

参
兵
は
体
力
不
足
や
凍
傷
で
ヘ

ナ
ヘ
ナ
と
倒
れ
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
若

く
て
足
腰
の
丈
夫
だ
っ
た
私
は

自
分
が
代
わ
り
ま
す

と
進

み
出
ま
し
た
。

大
丈
夫
か

何
と
か
な
り
ま
す

と
一
番

重
い
砲
身
（
六
十

く
ら
い
）

を
担か

つ

い
で
車
両
の
待
つ
百

ほ

ど
先
ま
で
運
び
ま
し
た
。
古
参

兵
は
感
謝
し
な
が
ら
も
、

お

前
、
ど
ん
な
体
し
と
ん
ね
ん

と
目
を
剥む

い
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
行
動
が
上
官
の
目
に

留
ま
り
、
私
は
逸い

ち

早
く
上
等
兵

に
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

の
地
位
を
生
か
し
て
、
よ
く
部

下
を
庇か

ば

っ
て
や
り
ま
し
た
。
物

を
な
く
し
て
営え

い

倉そ
う

（
監
獄
）
入

り
の
恐
怖
に
青
く
な
っ
た
初
年

兵
を
、

分
か
っ
た
、
帰
っ
て

待
っ
と
れ

と
安
心
さ
せ
、
古

参
兵
と
掛
け
合
っ
て
物
品
を
融

通
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。

◆
皮
膚
も
剥
が
れ
る
酷
寒

こ
の
北
満
州
の
秋
口
か
ら
の

寒
さ
は
苛
酷
で
し
た
。
水
気
の

残
っ
た
手
で
ド
ア
の
ノ
ブ
に
触

れ
る
と
皮
が
剥は

が
れ
ま
し
た
。

風
呂
か
ら
上
が
っ
て
二

三
分

経
つ
と
タ
オ
ル
が
棒
み
た
い
に

カ
チ
カ
チ
に
尖と

が

り
ま
し
た
。
陣

地
構
築
の
穴
掘
り
で
は
、
上
層

十

は
鶴つ

る

嘴は
し

も
歯
が
立
た
ず
、

火
花
が
飛
び
ま
し
た
。
休
日
に

は
酒し

ゅ

保ほ

で
酒
・
煙
草
・
菓
子
な

ど
を
買
い
ま
し
た
が
、
ペ
チ
カ

の
あ
る
部
屋
に
帰
っ
て
も
カ
チ

カ
チ
な
の
で
、
叩た

た

き
割
る
か
、

そ
の
ま
ま
齧か

じ

る
か
し
な
け
れ
ば

口
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
地
で
も
六
、
七
、
八

月
は
別
世
界
で
し
た
。
丘
に
は

花
が
咲
き
乱
れ
、
畑
で
は
じ
ゃ

が
芋い

も

、
南
京
、
ト
マ
ト
な
ど
を

栽
培
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
風

景
だ
け
を
思
い
返
す
と
、
今
で

も

あ
ん
な
え
え
所
は
な
い
。

も
う
い
っ
ぺ
ん
行
っ
て
み
た

い

と
思
う
ほ
ど
で
す
。

と
こ
ろ
が
昭
和
十
九
年
九

月
、
我
々
の
部
隊
に
南
方
へ
の

転
属
が
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
戦

局
厳
し
か
っ
た
こ
の
時
点
で
の

南
方
行
き
は
、
ほ
と
ん
ど
死
を

意
味
し
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

上

に
し

や
ま

ま
さ

と
し

）（
南
市岡

）

に
し

や
ま

ま
さ

と
し

）（
南
市岡

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 月曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内


